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看護の可視化のために

　「身体拘束に頼らない看護」を考えることを目的として発行した初

版では、身体拘束を医療施設・老人施設に類型化した一覧表を提示し、

更に、著者が実験で得た非拘束者の苦痛を紹介し、加えて「人の自

由を奪うことの法的意味」とその実例である精神保健福祉法の身体

拘束部分を網羅した。

　第 2 版となる本書では、初版の第 1 章～第 3 章の後に、第 4 章と

して「看護の基本」から探る解決策の章を置いた。

　身体拘束行為を「看護理論」に引き寄せて考えるとどうなるか。「拘

束は原則禁止」あるいは「拘束に頼らない臨床看護」の面から考慮

すると、何が必要で何が問題なのか、考える必要性があるためである。

　本来の「看護」を内包する行為として行動化する。そして看護が

担保しているものとして、その効果を確認する。その過程は看護の「可

視化」の貴重な素材になる筈である。
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第1章 一般病院でのミトン拘束裁判を通して看護の本質について

第2章 ミトン拘束の身体的影響　―ミトン拘束が患者に与えるストレスに関する生理心理学的研究―

第3章 法律に基づく身体拘束について　―精神科病棟の拘束を通して看護場面の身体拘束を考える端緒として―

第4章 「看護の基本」に探る解決策　ナイチンゲールの看護論に照らして看護であるもの看護でないものの吟味
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